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手足に親指がない者。できもの（白癬あるいは
癩病）ができて禿になり、髪のない者。濡

も

る病
（身体から膿が出て止まらない状態）。下

げじゅう

重（陰
嚢が腫大して歩行困難となる状態。陰嚢水腫な
ど）。大

だいようしょう

癭瘇（癭は頚部の腫瘍、瘇は足の腫瘍。
大癭瘇はその大きなもの）」であり、廢疾とは

「 癡
おろかひと

（精神遅滞）。瘂
おふし

（発語不能の状態）。侏儒
（小人症）。腰背部脊椎の損傷。手足のうち一本
が動かないもの」であり、篤疾とは「悪疾 ( 癩
病）。癲狂。手足のうち二本を失ったもの。両
目の見えない者」である。戸令、賦役令、獄令
では、残疾・廢疾・篤疾の等級に応じて、課役
や科刑の上で種々の特典が与えられていた。ま
た、獄令では、80 歳以上、10 歳以下の者、廢
疾者、懐妊中の者、侏儒などの者達は死罪にあ
たる罪を犯しても拘禁されないとある。
　人の奇形のみならず動物の奇形も珍しかった
のであろう。人の奇形は承和 13 年（846）2 月
の記事（伊勢国が次のように言上した。「鈴鹿
郡枚田郷の戸主川俣県造継成の戸口役茂麻呂の
妻川俣県造藤継女が男子を生みました。胸より
上が二つに分かれ、頭が二つあり二人が相対す
るような形をしていて、手は四あり、顔つきは
美麗で、髪は黒く、腹より下は一体分でした。
生後一日で死にました」）、動物の奇形は承和 13
年（846）3 月の記事（「大和国が、山辺郡長屋
郷に居住する京戸左京三条一坊の戸主犬甘千麻
呂の牛が、三本足で下唇が上唇より長く、歩行
がままならず、動もすれば顚倒してしまう子牛
を生んだと言上してきた」）にみられる。
　『続日本後紀』では自殺記事がみられなかっ
た。『続日本後紀』以前の六国史、すなわち『日
本書紀』『続日本紀』『日本後紀』における自殺
記事をみてみる。『日本書紀』では自殺事例が
32 事例あり 13）、このうち性別が確定できる事
例は 28 事例で、75％が男性であった。32 事例
の自殺方法としては、「自経（縊死）」、「頸を刺
す」、「自

じ ふ ん

刎（自分で首をはねる）」など首に関

係する方法が約 44％を占めていた。自殺理由と
しては、道徳・慣習上犠牲となったり、あるい
は法律に背いた自責観念によるものが多くみら
れた。『続日本紀』で自殺事例が 5 事例あり 14）、
このうち性別が確定できる事例は 4 事例で、す
べて男性であった。5 事例の自殺方法について
は、「自経（縊死）」4 事例、「不明」1 事例であっ
た。5 事例の自殺理由は、「勝を得ざるを知り」

「詰問に苦しみて」「左遷に失望して」「詐欺」「印
書偽造」がそれぞれ 1 事例であった。『日本後紀』
では自殺事例が 4 事例あり 14）、すべて性別が確
定でき男性 2 事例、女性 2 事例であった。4 事
例の自殺方法については、「服毒」3 事例、「自経」
1 事例で、ここで六国史では初めて自殺方法と
して、「服毒」がみられた。4 事例の自殺の理由
については、「勝を得ざるを知り」3 事例、不明
1 事例であった。

おわりに

　勅撰史書を題材として平安時代初期の医療福
祉について検討した研究は殆どない。そこで本
論文では 4 番目の勅撰史書である『続日本後紀』
を題材にして、平安時代初期（仁明天皇時代）
の医学記事について検討した。次は『日本文徳
天皇実録』『日本三代実録』を史料として、平
安時代初期から中期の医療福祉分野の特徴を明
らかにしていきたいと考えている。
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西　暦

833

年　号

天長 10 年

天　皇

仁明

表『続日本後記』にみる医療福祉記事

事　　　項

2 月、詔「・・・（天皇は）時折以前の病が再発するようになり、政務に

少しでも欠けることを恐れ、明け暮れ心配しながら過ごすことが久しく

なっている。・・・」

3 月、詔「・・・五畿内の鰥・寡・孤・独で自活できない者には、物を賜

うことにする。天下の介護人を支給されている高年の者に物を賜うこと

にする。多くの人より優れている優秀な耕田者に位一階を授けることに

する。孝子・順孫・義夫・節婦に対し、終身課税を免除することにする。・・・」

3 月、肥後国葦北郡少領外従八位上他田継道に位三階を授け、同郡の白丁

真髪部福益に官人としての出身身分を与えた。二人とも私財を提供して

飢民を救済したことによる。

3 月、百人の僧侶を大極殿に喚んで、『大般若経』を転読した。今年の穀

物の豊作と疫気消除を祈願するためである。全国に三日間の殺生禁断を

告知した

3 月、遠江国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

4 月、勅により大舎人穴太馬麻呂と内
ないじゅたちばなのよしお

豎橘吉雄を喚
よ

び、両人を並び立たせ

て身長を測った。吉雄は身長がはなはだ低く、その頭の高さが馬麻呂の

腋下に及ばなかった。

5 月、武蔵国が次のように言上した。「武蔵国は管内が広く、国内を旅行

するに際し困難が多く、公私の旅行で飢病に陥る者が多数にのぼります。

そこで多磨・入間両郡の郡境に悲田処を置き、五軒の屋舎を建て、介従

五位下当宗好宿禰家主以下、少目従七位上大丘秋主以上の六人がそれぞ

れの公
く げ

廨を割いて、食糧の原資とすることを企画しました。・・・」

5 月、天皇が病となった。

5 月、京および五畿内・七道諸国がみな飢疫となった。天皇は次のような

詔を下した。「・・・京および畿内・七道諸国の飢民に対して物を恵み与え、

その生活を支え済うことができるようにせよ。・・・」

6 月、天皇が病気となった。公卿が殿上に控え、京の西山で修行する仙樹

という名の呪術で知られた僧侶と僧都らが、共に天皇のために祈祷を行っ

た。被七条と綿七百屯を七大寺に分け送り、転経・薫修を行って、すぐ

に病が癒えるように祈願した。

6 月、天皇の病が癒えるよう、神祇伯従四位下大中臣朝臣淵魚を遣わして、

賀茂大神に奉幣した。また、天下諸国に指示して、破壊した寺・塔と神

社を修理させた。

6 月、勅「聞くところによると、諸国では疫病により若死にする者が多い

という。修善なくして、どうしてこの災いを攘
はら

うことができようか。諸

国に指令して、修練を積んだ僧侶を、大国では二十人、上国では十七人、
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承和元年 仁明

中国では十四人、下国では十人程喚んで、三ヶ日間、昼は『金剛般若経』

を転読し、夜は薬師悔過を行え。布施は、仏前に穀十斛
こく

、僧侶に三斛を施

せ。正税をもって当てがうこととし、精進に努めさせよ。」

6 月、詔「この頃疫病が間々発生し、しばしば若死にする者がいると聞い

ている。天下諸国に指令して、疫病を齎す疫気を謝絶し、この災いを攘う

べきである。但し、病人に対する加薬や潔斎については、従前の格によれ。」

6 月、天皇が回癒した。

7 月、越後国蒲原郡の伊夜比古神を名神に列格した。蒲原郡に日照りや疫

疾があると、常に雨を降らし病者を救ったことによる。

7 月、左目寮の走卒が本日の奏上侍候を記した板札をもって春華門から入

り、延政門に至るところで、急に倒れ死去した。

7 月、越後国が「去年は疫病が流行し、農作は天候が悪く、寒気の到来が

早かったため、穀物は稔らず、今飢疫が相続き、たくさんの者が死亡して

います。この凶作のため賑給を行っても、百姓は乏しい状態ですので、米

の売買を認めていただき、困っている民の助けとしたいと思います。」と

上言してきたので、許可した。

8 月、狐が内裏に走入し、清涼殿の下まできて近衛らに打ち殺された。

10 月、安芸国が「耕田に優れた力田である佐伯郡の人伊福部五百足・同

姓豊公・若桜部継常らの耕作する田はそれぞれ三十町以上にのぼり、貯積

する稲もそれぞれ四万束以上です。いずれも性格は度量が広く、困ってい

る人には誰にでも施し、食糧の尽きた旅行者や風雨の中で宿を求める者か

ら頼られています。」と言上してきたので、詔によりそれぞれに位一階を

授けることにした。

正月、加賀国に疫病が流行し、物を恵み賜った。

2 月、新羅人らが遠く海を渡って、九州の海岸に到着したが、百姓は新羅

人を嫌い、弓を引いて傷つけた。このため太政官は太宰府の役人を譴責し、

傷つけた者は犯状に応じて科罪し、傷害を被った者には医師を派遣して治

療し、食料を与えて帰国させることにした。

2 月、加賀国石川郡の人財逆女が、一度に三人の男子を生んだ。正税三百

束と乳母一人分の公粮を支給し、養育させることにした。

2 月、越後国に飢饉が発生したので、物を恵み賜った。

2 月、石見国が去年穀物が稔らず、百姓が飢饉になった、と言上してきた

ので、物を恵み与えた。

4 月、疫病がしきりに流行し、多くの者が苦しんでいるので、平安京内

の諸寺に命じて、天神・地祇のために『大般若経』一部と『金剛般若経』

十万巻を転読させた。災気を除去するためである。

6 月、丹後国が飢饉となったので、物を恵み与えた。

6 月、伊勢国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

834
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仁明承和 2 年

7 月、越前・出雲国に飢饉が発生したので、物を恵み賜った。

10 月、詔「・・・天下の百歳以上の老人に、穀三斛、九十歳以上に二斛、

八十歳以上に一斛を賜え。鰥
かん

・寡
か

・孤・独で自活できない者には物を恵み

与えよ。孝子・順孫・義夫・節婦は家門や村里の入り口の門に書きつけて

表彰し、終身課税を免除せよ。」

3 月、下総国が飢饉が発生したと言上してきたので、物を恵み与えた。

3 月、大僧都伝灯大法師位空海が紀伊国高野山金剛峯寺で死去した。

4 月、勅「諸国で疫病が流行し、病に苦しむ者が多い。病を流行せている

のは鬼神である。そこで祈祷により処置すべきである。また般若の力には

奥深いものがあるので、十五大寺に命じて、『大般若経』を転読し、病に

苦しむ者を救い、兼ねて未然に防ぐべきである。」

4 月、嵯峨太上天皇が病となった。宮中からの使を遣わし、様子を窺って

いる間に、まもなく回復した。

4 月、越前国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

5 月、近江国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

5 月、伊勢・加賀・長門等の国で飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

6 月、勅「聞くところによると、東海・東山両道の川の渡渉地点では、渡

船が少なかったり橋が整備されておらず、このため調を京へ運ぶ担夫らが

川岸まで来て、十日間も渡河できない状態だという。そこで川ごとに渡船

二艘をふやすこととし、その経費には正税を充てよ。また浮き橋を作り通

行できるようにし、供給施設である布施屋を建てよ。橋を作る費用には、

救急稲を用いよ。」

7 月、讃岐国の正税を淡路国へ転漕し、飢民に賜った。

7 月、近江国の産出する雲母は特に良質なので、公用に充てることとし、

個人の採取を禁止した。

8 月、佐渡国が、去年風の災害があり、穀物が稔らず、今飢饉と疫病があ

いついで発生し、死亡する者が多い、と言上してきたので、詔により、物

を恵み与えた。

10 月、丹波国の人右近衛医師外従五位下大村直福吉とその同族合わせて

五人に紀
き の す く ね

宿禰を賜姓した。福吉らは武内宿禰の士族である。福吉は皮膚病

を治す勝れた術を心得ていた。当時の医師は誰も福吉の術に及ばなかった。

天皇に寵愛され、居宅を賜るほどであった。天皇は遂には口授されてきた

秘伝により『治瘡記』を撰述させた。

12 月、小野朝臣岑守は次のような解文を作成して提出した。「・・・病気

に纏
まと

われ手足が不随になった者を役所が調査しますと、宿泊しているとこ

ろは病を癒す場所でなく、そこの主は死者を嫌って争って追い出そうとし、

遂には道路で露宿し、風霜に晒されて死に至る仕儀となっています。・・・・」

12 月、能登国が、干魃と疫病が相つぎ、人民が飢え苦しんでいると言上

835



『続日本後紀』にみる医学記事について

− 91 −

承和 3 年

承和 4 年

仁明

仁明

してきたので、物を恵み与えた。

2 月、伊勢国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

3 月、尾張国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

3 月、石見国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

4 月、散位従四位下甘南備真人高直が死去した。高直は身長が六尺二寸ほ

どあった。

4 月、備中国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

4 月、加賀国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

5 月、勅「去年の冬の雷雨により、水害や疫病の災害が起きているのを恐

れている。東大寺の真言院に灌頂道場を建立し、二十一人の僧を置き、夏

の六月および正月・五月・九月に除災・増益の修法を行い、国家が鎮まる

ようにし、これを今後永く恒例とせよ。」

5 月、東西両京の人民が病に苦しんでいるので、物を恵み与えた。

閏 5 月、伯耆国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

閏 5 月、若狭・薩摩両国に飢饉が発生したので、両国で物を恵み与えた。

6 月、能登国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

6 月、隠岐国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

7 月、因幡国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

7 月、勅「聞くところによれば、諸国において間々疫病が発生し、若死に

する者が多いという。災いを消滅させ福を招来するのは、ただ『般若経』

の奥深い助勢と名神の威厳をもった力のみである。五畿内・七道諸国の国

司に命じて『般若経』を転読し、名神に急ぎ奉
ほうへい

幣せよ。」

8 月、五十人の禅定に卓れた僧侶を八省院に喚んで、『大般若経』を転読

した。病気を防ぐためである。諸司では精進食を食した。

10 月、宮中の使を十三箇寺に遣わして、読経を行わせ、綿千屯を布施と

した。内裏で物怪が出現したことに由る。

11 月、因幡国八上郡の人私部栗足女が一度に二男一女を生んだので、正

税三百束と乳母一人分の公
こうろう

粮を支給し、養育させることにした。

正月、天皇が豊楽殿に出御しようとしたが、殿上に設けた天皇の座の近く

に突然物怪が出現したので、降臨するのを取り止め、大臣を遣わして、六

衛府が昨日の射の残りを射るのを観閲させた。

正月、石見国の五郡に鎮座する十五の神社を官社とした。役人と民の祈願

に応じて、永らく日照りと疫病の災いから救ってくれたことによる。

2 月、備前国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

3 月、和泉・淡路両国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

3 月、美作国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

5 月、伊予国で飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

6 月、勅「聞くところによると、疫病が間々流行し、病に苦しむ者が多い
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承和 5 年 仁明

という。災いを未然に防ぐには般若が何より勝れている。そこで五畿内・

七道諸国の修行者、二十人以下、十人以上に命じて、国分僧寺において七

月八日から三日間、昼は『金剛般若経』を読ませ、夜は薬師悔過を行わせ

よ。これが終わるまで、殺生を禁断せよ。」

6 月、山城・大和・河内・摂津・近江・伊賀・丹波等の七国に使人を派遣して、

境界において祭礼を行い、病の原因の侵入を防禦させた。

6 月、備後国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

7 月、十五人の僧を常寧殿に喚んで、昼は読経を行い、夜は適宜悔過を行っ

た。内裏に物
もののけ

怪が出現したことに由る。

7 月、勅により宮城北の園池司の土地三十二町のうちの荒廃地二町を、典

薬寮の土地とした。

9 月、天皇が病気となった。御薬を服用し、宮中の使を七箇寺に分かち遣

わして誦経した。

9 月、天皇の病が回復した。

10 月、左右京亮および検非違使を帯びる左右衛門佐併せて四人を紫宸殿

の前に喚び、東西両京の飢病の百姓を調査し、特別に物を恵み与えよ、と

勅した。

3 月、散位従四位下池田朝臣春野が死去した。春野は身長が六尺余であっ

た。

4 月、勅「去年は穀物が稔らず、間々疫病が流行した。般若の力には奥深

いものがあるので、十五大寺と五畿内・七道諸国および太宰府に命令して、

『大般若経』を七日間読み、殺生を禁断せよ。」

4 月、勅により、筑前・筑後・肥前・豊後等の四ヵ国は、年来疫病に遭い、

死亡する者が半ばとなり、生き残った者も造船のことで疲弊しているので、

貧窮の者にさらに一年間の税を免除することにした。

4 月、太宰府管内の諸国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた

4 月、備前国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

5 月、山城国に飢饉が発生したので、近江国の正税穀を用い、恵み与えた。

6 月、勅により種々の薬物を貢納することになっている国で未進がある場

合は、多少を問うことなく医師の公廨支給を停止し、完納したという返抄

が出されるのを待って支給することに定め、今後これを恒法とすることに

した。

6 月、勅「天平宝字元年勅書によれば、学生が諸国の博士・医師に任命さ

れると、支給される公廨一年分を業を受けた師に送らなければならないと

あるが、一年分をすべて送るというのは、物の道理に反している。国ごと

に分けて、差を設けて送るようにすべきである。赴任している場合も兼任

により赴任していない場合も共に公廨から、大国は二百束、上国は百五十

束、中国は百束、下国は五十束を、毎年取り分けて、国がそれを軽貨に交
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承和 6 年

承和 7 年

仁明

仁明

易して、博士料は大学寮へ、医師料は典薬寮へ送れ。大学博士や侍医が諸

国博士・医師を兼任している場合は、この限りでない。」

7 月、大和国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

7 月、僧侶と沙弥各七人に命じて、柏原山陵で読経した。物怪が出現した

ことに由る。

7 月、七大寺の僧三十人に紫宸殿で三日間『仁王経』百巻を講説させた。

怪奇現象があったことによる。

8 月、監物の前の柳の木に落雷し、往来の途中、その樹の下で休んでいた

男一人が雷に当たって死亡し、女一人が脛に傷を負い、子供一人が息絶え

絶えとなり、もう一人の女は無事であった。

8 月、備前国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

9 月、天皇が病となり、節会を取り止めたが、菊酒を廊下において見参の

親王以下、侍従以上の者に賜り、差をなして禄を賜った。

9 月、七大寺へ使いを分遣して誦経した。天皇の病気が癒えないためであ

る。寺別に御被一条を布施に当てた。

正月、勅「聞くところによると、諸国に疫病が発生し、百姓が若死にして

いるという。天下の国分寺に命令して、七日間『般若経』を転読し、併せ

て僧侶と医師を遣わし、それぞれの手段により治療と養生に当たらせよ。

また郷里に指示して、季節ごとに敬しんで疫神を祀らせよ。」

4 月、美濃国恵奈郡に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

4 月、平安京内の七寺において誦経した。天皇の病による。

6 月、女御従四位下藤原朝臣沢子は、急に病となり苦しみ出し、小車に載

せて宮中を出、里の実家についた途端に死に絶えた。

7 月、僧六十人を紫宸殿と常寧殿に喚び、『大般若経』を転読した。宮中

に物怪が出現したことによる。

8 月、嵯峨太上天皇の病が癒えず、天皇が再度拝謁に赴いた。嵯峨太上天

皇のために延暦寺において読経し、すぐ癒えるよう祈願した。

8 月、東鴻臚院の地二町を典薬寮に充て、御薬園とした。

正月、天皇が病となった。

正月、内宴を停止した。天皇の病によってである。

2 月、勅により、平安京内の高年で隠居している者と飢え病んでいる百姓

らに、物を恵み与えた。

2 月、相模国大住郡大領外従七位上壬生直広主が貧窮の民に代わって、私

稲一万六千束を税として納入し、五千三百五十人もの人口増加を果たした。

この善き行状を褒賞して、外従五位下を仮に授けた。

4 月、勅「・・・国司の治政をみると、役人は公平でなく民は疫病に苦しみ、

穀物は稔らず、飢饉がしきりに発生している。・・・」
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承和 8 年 仁明

5 月、五月五日節を停止した。淳和太上天皇の病のためである。

5 月、淳和太上天皇は「私は、人は死ぬと霊は天に戻り、空虚となった墳

墓には鬼が住みつき、遂には祟りをなし、長く累を残すことになる、と聞

いている。死後は骨を砕いて粉にし、山中に散布すべきである。」と命じた。

5 月、京中の飢病人に、飯米と銭を恵み与えた。

5 月、使人を左右京に遣わして、物を恵み与えた。淳和太上天皇の二七日

に当たることによる。

5 月、摂津国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

6 月、物怪が内裏に出現した。柏原山陵の祟りなので、中納言正三位藤原

朝臣愛発らを山陵に遣わして、祈祷を行った。

6 月、百の高座を宮中にしつらえ、『仁王経』を講説した。内外に出現し

た災異の前兆を攘うためである。

6 月、勅「今年は疫病が間々流行して、若死にする者が終息していない。

それだけでなく夏の終わりに雨が降らず、稲が枯れかかっている。災いを

避け福を招くには、般若の力に頼ることが必須であり、国を護り民を安ん

ずるには、よき仏教の行いをすることである。五畿内に命じて、七日間、

昼は『大般若経』を転読し、夜は薬師悔過を行い、国司長官が精進して、

霊妙な感応があるようにし、仏事を行っている間は、殺生を禁断すべきで

ある。」

6 月、詔「・・・鰥・寡・孤・独で自活できない者には、必要に応じ物を

恵み与えよ。世話をしてくれる者がいない病臥人は、若くして死亡するこ

とが多い。国郡司は民の父母であるが、顧みることなくして、どうして、

子のように面倒見していると言えようか。食料と薬を頒ち、生き長らえる

ようにし、また去る承和二年以前の五畿内・七道諸国の未納となっている

民の調庸は、免除すべきである。・・・」

10 月、御被を平安京内七寺に分かち送り、誦経を行った。天皇の病によっ

てである。

2 月、式部省が次のように言上し、許可した。「式文によると、「諸国の博士・

医師は解任されると、それぞれ大学寮なり典薬寮に戻り、本業に習熟した

後、もし再任を求めるならば許し、再度試験する必要はない。試験に及第

して任用され、親族の喪に遭い解任された後復任した者は、任期いっぱい

在任してよい。ただし試験を経てない者はこの限りでない」と定めていま

す。式部省ではこの式文により、喪に遭い解任されると他人を任用せず、

喪あけの後復任した者に任期を満了させることにしていますので、このた

め、教授や医療が一年間空白になることがあります。謹んで式文に当たり

ますと、「太政官や省限りで任用する判補の雑色の類は、喪に遭い解任し

ても、もし才用があれば、除服して勤務を続けさせてよい。」とあります。

博士・医師についても同様に特別の扱いとして喪あけを待たず任用を認め
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てくださるよう、切望します。」

3 月、詔「・・・鰥・寡・惸・独で自活できない者には適宜物を支給せよ。・・・」

4 月、勅「・・・五畿内・七道諸国に命令して、国司・講師が相共に斎戒して、

管内の諸寺において、『金剛般若経』を転読し、朝廷にあっては天皇の寿

命が延び、国内で若死の心配がなく、併せて適切な風雨により、穀物が豊

稔となるようにすべきである。」

5 月、詔「天皇のお言葉を、言葉にして口にするのも憚られる神功皇后の

御陵に申し上げよ、とて申し上げます。近頃、肥後国阿蘇郡の神霊池の水

が理由もなく四十丈も減り、また伊豆国に地震の異変が起きました。驚い

て卜ってみますと、早疫の災いと兵乱があると出ました。これ以外にも物

怪が多数出現しています。ここでいろいろ思い合わせますに、言葉にして

口にするのも憚られる神功皇后に護り助けていただくことにより無事にな

ると思い、参議大和守従四位下正射王を遣わして申し上げますことを、お

聞き届けくださり、朝廷に異変がなく、国家が平安でありますよう、護り

助けてくださいと謹んで申し上げよ、とて申し上げます。」

5 月、勅「よき行いをし罪悪を消滅するのは、仏教が第一とすることであり、

仏法を伝え教えを興隆することは、人が本務とすべきことである。聞くと

ころによると、諸国の定額寺では、堂舎が壊れ、仏や経典が風雨にさらさ

れ、寺役人たる三綱や壇
だんおち

越は修理に心掛けていないという。年来大水や日

照りが発生し、疫病が間々発生しているが、静かにその由来を考えてみる

と、恐らく右のような事態を咎めてのことと思われる。そこで、重ねて五

畿内・七道諸国に命じて、定額寺の堂舎および仏像・経典を修理して、荘

厳にすべきである。・・・」

6 月、詔「天皇のお言葉を、言葉にして口にするのも憚られる伊勢の渡会

の五十鈴川の川上に鎮座する大神のみ前に申し上げよ、とて申し上げます。

先に肥後国阿蘇郡の神霊池が四十丈も涸れ、伊豆国には地震の異変があり、

これを卜ってみますと早疫と兵乱が起こると出ました。これ以外にも物怪

が多数出現しています。ここでいろいろ思い合わせますに、言葉にして口

にするのも憚られる大神の護り恵み賜りますことにより、無事になると思

い、今日の吉日を選んで、大監物従五位下嶋江王・中臣民部大丞正六位上

中臣朝臣椙雄らを遣わして、礼物として幣
へいもつ

物を捧げもたせ、申し上げます

ことをお聞き届けいただき、国家が平安で、皇位に異変がありませんよう、

護り助けてくださいと申し上げよ、とて申し上げます。」

9 月、僧二十人と沙
し ゃ み

弥二十人を常寧殿に喚び、二日間読経した。物怪に謝

するためである。

10 月、天皇が病となった。使人を平安京内七寺および平城京の七大寺へ

派遣して誦経を行わせた。

10 月、天皇が快癒した。
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承和 9 年

承和 10 年

仁明

仁明

10 月、天皇が病となった。使者を平安京内の七寺へ派遣して誦経を行い、

皇太子・親王以下、五位以上の者が左右の陣頭で待機した。

10 月、詔「天皇のお言葉を、言葉にして口にするのも憚られる桓武天皇

の御陵に申し上げよ、とて申し上げます。この頃病となり苦しんでおりま

す。そこで卜ってみますと、口にするのも憚られる御陵の木を伐り、犯し

穢した祟りで、読経をいたしますならば、咎は消えると、と出ました。・・・・」

12 月、『日本後紀』が完成し、天皇に奏上した。

3 月、疫病が発生している地域があれば、国司が出かけ、疫神を防ぐ祭礼

を行い、精進、斎戒して、ともに豊年を祈願せよ。

3 月、太政官が右大史正六位上蕃良朝臣豊持を鴻
こ う ろ か ん

臚館へ遣わして、渤海使

らを慰労した。

3 月、侍従正五位下藤原朝臣春津を鴻臚館へ遣わして、勅を伝えた。

4 月、勅使を鴻臚館へ遣わして、詔を告げ、渤海王に書を賜った。

5 月、近頃、物怪が出現し、卜ってみると、疫気の咎めの兆しと出た。五畿内・

七道諸国および太宰府に命じて、敬んで疫神を祀り、この咎めの兆しを防

ぐべきである。

6 月、先に陰陽寮に物怪について卜いをさせたところ、疫気ありとの奏上

があった。使人を伊勢大神宮へ遣わして奉幣し、除災を祈願すべきである。

7 月、相撲節を停止した。嵯峨太上天皇の病のためである。

7 月、詔「罪人を許すことにより、太上天皇の病の平癒を期したいと思う。」

7 月、嵯峨太上天皇が嵯峨院で死去した。

7 月、使を遣わして、京中で物を恵み与えた。警戒のための閉鎖により、

多くの者が飢えてしまったからである。

9 月、勅「去る四月四日の卜いに、来年の春夏の間に疫気が出現すると出た。

伊勢大神宮に奉幣し、併せて天下の名神に奉幣して、災害を未然に防ぐべ

きである。」

10 月、左右京職および東西悲田院に勅して、並びに必要経費を渡し、嶋

田および鴨河原等の髑
ど く ろ

髏総じて五千五百余頭を焼き、埋葬した。

10 月、太政官が義倉の物を悲田院に充て、鴨河の髑髏を聚め、埋葬させた。

11 月、天皇が病となった。

正月、勅「聞くところによると、疫病が間々発生し、若死する者が多く、

それだけでなく季節外れの花が咲き、不吉の相を呈しているという。来た

る二月から九月まで、八日ごとに十五大寺と七道・諸国の国分寺・国分尼

寺および定額寺・名神寺の神宮寺に命じて、『仁王般若経』を講説すべき

である。」

5 月、内裏の物怪と太陽の異変を鎮めるため、百人の僧を喚んで、三日間、

『薬師経』を清涼殿で読み、薬師法を常寧殿で修し、『大般若経』を大極殿
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承和 11 年

承和 12 年

承和 13 年

仁明

仁明

仁明

で転読した。諸司では精進食をとり、併せて殺生を禁止した。

5 月、犬が殿上の天皇の座の前の参議以上の者の座の近くまで上り反吐を

吐き、尿をした。

6 月、伊賀・尾張・参河・武蔵・安房・上総・下総・近江・上野・陸奥・

越前・加賀・丹波・因幡・伯耆・出雲・伊予・周防等十八国に飢饉が発生

した。勅により、物を恵み与えた。

8 月、百人の僧を大極殿に喚んで、『大般若経』を転読した。また、三十

人の僧を真言院に分遺して、祈祷を行い、五日間、諸司で潔斎をした。物

怪を壤
はら

うためである。

9 月、内裏で犬が出産した。諸司の行事や伊勢大神宮への奉幣は慣例どお

り行われた。

3 月、但馬国が帽子・単衣・腰帯・革鞋・鎌・刀子等の入った一櫃を献上した。

その大きさはいずれも小さく、実物に似ず、侏儒国の物が流れ着いたのだ

ろうか。

5 月、越前国に飢饉が発生したので、使人を遣わし、物を恵み与えた。

6 月、若狭国に飢饉が発生したので、使を遣わして物を恵み与えた。

8 月、嵯峨太皇太后が病気となった。宮中からの使いを遣わして、安否を

伺わせた。

正月、外従五位下尾張連浜主が龍尾道上において和風の長寿楽を舞った。

この時浜主は百十三歳であった。

3 月、名僧百人を喚び、五日間、紫宸・清涼・常
じょうねい

寧等の殿舎および真言院で『大

般若経』を転読し、併せて陀羅尼法を行った。物怪が出現したためである。

5 月、天皇が病気になった。皇太子および群臣が皆待機し、使を七寺に遣

わして誦経させ、綿を布施とした。

6 月、天皇は熱があり、神嘉殿に出御せず、関係官司が事に当たった。

7 月、山城国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

7 月、太宰府が次のように言上した。「今、筑後・肥前・肥後・豊前・豊

後等の五箇国にあっては医師が置かれておらず、地域によっては太宰府か

ら二日以上、七日もかかり、高山が続き、路程に難渋し、急病となった役

人・百姓の中には、遠方から太宰府へ向かうことになるため、治療や薬を

受け取るのに苦労を強いられております。朝は息をしていても、夕刻には

できず、太宰府への往来の間に死亡することがあります。これは医師がい

ないことに由りますので、国別に史生一員を減らし、医師一員を置くこと

を要望します。」

9 月、五十人の僧を紫宸殿に喚んで、読経を行った。息災のためである。

10 月、天皇が病気となった。親王・公卿が皆陣頭に待機した。

正月、外従五位下尾張連浜主を清涼殿前に召し、舞を奏させた。この時浜

主は年が百十四歳で、天皇はその高年を憐れんで、従五位下を授けた。
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承和 14 年

承和 15 年

嘉祥元年

仁明

仁明

仁明

2 月、伊勢国が次のように言上した。「鈴鹿郡枚田郷の戸主川俣県造継成

の戸口役茂麻呂の妻川俣県造藤継女が男子を生みました。胸より上が二つ

に分かれ、頭が二つあり二人が相対するような形をしていて、手は四あり、

顔つきは美麗で、髪は黒く、腹より下は一体分でした。生後一日で死にま

した。」

3 月、大和国が、山辺郡長屋郷に居住する京戸左京三条一坊の戸主犬甘千

麻呂の牛が、三本足で下唇が上唇より長く、歩行がままならず、動もすれ

ば顚倒してしまう子牛を生んだと言上してきた。

5 月、出羽国に飢饉が発生したので、使を遣わして物を恵み与えた。

3 月、僧六十四人と沙弥六十四人を清涼殿に喚んで、『大般若経』を転読し、

僧十七人と沙弥二十一人を常寧殿に分かち、真言法を修した。物怪を鎮め

るためである。

5 月、左右京の飢民に物を恵み与えた。雨が長期間止まないためである。

5 月、白丁膳臣立岡に正七位上を授けた。立岡は若狭の百姓で、貧窮の民

に代わって、塩五斛・庸米百五十二斛、稲に換算して四千六百八束を納め

たのであった。

6 月、常陸国新治郡の人三村部綿女が一度に二男一女を生んだ。正税稲

三百束と乳母一人を賜った。

8 月、遠江国榛原郡の秦黒成女が一度に二男一女を生んだ。正税稲三百束

と乳母一人を賜った。

正月、天皇は少々体調が悪かったが、その後回復した。

正月、七道諸国に命じて、身長六尺以上の者を貢上させた。

正月、陰明門にらん入しようとした狂人がいた。門衛が捕らえて連れ去っ

た。

2 月、天皇が病気になった。大臣以下の者が陣頭に待機した。

3 月、伊豆・淡路両国で飢饉が発生したので、使を遣わして物を恵み与えた。

5 月、天皇が病気となった。七寺に使を分遣して、同時に誦経した。

5 月、勅により、飢民に物を恵み与えた。平安京内のみならず、京外の困

民にも賑給を行った。困難に陥った民は皆、喜び頼りとした。

6 月、越中国で飢饉が発生したので、物を恵み与えた。

6 月、詔「・・・天下の老人および僧尼の八十歳以上の者には、年齢によ

り等級をつけて物を賜え。鰥・寡・孤・独で自活できない者には、物を量

り賜え。孝子・順孫・義夫・節婦は家門と村里の入り口に顕彰のしるしを

立て、終身課税を免除せよ。」

6 月、天皇が熱病で苦しみ、諸寺で誦経を行った。

7 月、棲
せいほうろうかく

鳳楼閣に沿う道路に、死者の骨が放置され並んでいた。男女不明

であり、修理の工匠が楼閣に登った際に見つけたのであった。

7 月、出雲国に飢饉が発生したので、物を恵み与えた。
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嘉祥 2 年

嘉祥 3 年

仁明

仁明

8 月、左大弁、検非違使および看督近衛らを遣わして、京中の水害を巡察

させ、併せて左衛門佐従五位下紀朝臣道茂を遣わして、米塩を齎し恵み与

えた。

8 月、摂津・河内両国へ使を遣わして水害を巡検させ、便近の倉を開いて、

恵み与えた。

8 月、紀伊国が牛が一度に三頭を生んだと言上してきた。

10 月、天皇が病になった。使を遣わし、平安京の七寺で誦経を行った。

12 月、権任国司および史生・博士・医師は任期が終了したら、離任許可

の太政官符を待たず、ただちに任を去ること

2 月、勅「年来、疫病にかかった人は往々にして若死にしている。それを

防ぐには実に神霊の威力が頼りであり、救済はまた仏教の力に期するもの

がある。そこで、五畿内・七道諸国に命じて、名神に奉幣し、併せて国分

二寺および定額寺において七日間、昼は最も尊い経を転読し、夜は観音を

礼拝すべきである。法式のとおり修行すれば、必ず感応があるであろう。」

3 月、摂津国の節婦土師衣富女に特に位二階を授け、終身戸の田租を免除

することにした。

3 月、天皇が病気になった。内竪らを遣わして、諸寺で誦経した。それぞ

れ綿一連を布施した。

5 月、詔「天皇が仰せになるお言葉を、渤海使節らが承れ、申し聞かせる。

五月五日に邪気を払う薬玉を身につけ、酒を飲む人は長寿で福に恵まれる

と聞いている。そこで薬玉を賜い、御酒を下さる、と申し聞かせる。」

6 月、使を遣わして京城内の飢民を調査し、倉を開いて恵み与えた。長雨

のためである。

6 月、天皇が病気となった。内竪七人を遣わして、諸寺で誦経を行った。

10 月、太皇太后はまた銭五十万をもって、京中の飢民に恵み与えた。

閏 12 月、天皇が平安京を巡検し、銭・米を貧窮者に賜った。

正月、天皇が病気となった。

正月、国家を鎮め疫病を攘うには、仏力が頼りである。五畿内・七道諸国

に命じて灌頂経法を行うべきである。

2 月、天皇が病となり、皇太子が殿上に侍候し、公卿もことごとく待機した。

2 月、天皇の病がはなはだ重くなり、皇太子および左右大臣を病床近くに

召して、遺言を伝えた。

2 月、天皇は体が疲れ弱り、多く僧が御簾中に入り、病床のまわりを取り

囲み、加持を行った。

2 月、使を遣わして、京中の貧民に物を恵み与えた。

2 月、藤原朝臣富士麻呂の死亡記事「嘉祥 3 年春に背中に悪瘡が発症し死

去した。」

2 月、太皇太后が天皇のことを心配するあまり、何度も悶絶した。
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3 月、宣命「・・・近頃物怪が出ますので卜ってみましたところ、言葉

にして口にするのも憚られる桓武天皇の山稜が祟りをなしたとでまし

た。・・・」

3 月、天皇は息が絶え絶えになり、死にかかった状態となった。多くの名

僧らがしばしも休むことなく呪言を称えて誓願し、五輪を池に投じた。左

右検非違使の獄中に収監されている者のうち盗犯を除く全員を放免した。

3 月、嵯峨太皇太后が病により出家した。

3 月、かつて天皇は寛いだ調子で侍臣に向かい、「朕は七歳の時に腹結の

病に罹り、八歳の時に臍下に絞り込むような痛みを伴う病に罹った。つい

で頭痛を患い、元服を終えた三年後に胸の病となり、最初は胸の中心部が

痛んでいたが、やがて錐で刺すような痛みとなり、ついにははなはだしく

なって刀で割くような感がした。そこで七気丸や紫
し お ん

苑・生
しょうが

薑等の煎じ薬を

服用したが、初めは効きめがあったものの、後には服用量をふやしても、

全く効きめがなくなってしまった。そこで淳和天皇が心配して、『私も以

前同じ病になり、多くの医方を試みたものの効きめがなく、金液丹と白石

英を服用しようと思ったが、医師らは皆禁じて許さなかった。しかし、強

いて服むことにより、治癒することができた。今、病状を聞くと、植物性

の薬では治らず、金液丹を服用するのが、よいように思われる。もし俗医

らを喚ぶと反対することが必定であるから、淡海海子を喚んで詳しく問い

尋ね、その言うところに従うのがよい』と仰言つてくださった。そこで謹

んで天皇のお言葉に従い、この丹薬を服むと、果たして効験があった。併

せて右に述べた朕の病を癒すために、自分自身で医方を工夫してみた。世

に良医は絶えてなく、急病に罹った場合が畏しいからである。今、年をと

りさまざまな熱の病の病状が発し、治療が煩わしい。世の人は朕の病の性

質と淳和太上天皇の言葉とを理解せず、妄りに丹薬を服用し自己流の医方

を行うと失敗する、と言うのが常であるが、朕の体験の由来を記し、この

ような批判を不要としなければならない。」と語られた。天皇は幼少の時

から蒲
ほりゅう

柳の質であった。


